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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
弘
前
藩
領
に
お
け
る
牢
死
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
『
精
選
版　

日
本
国
語
大
辞
典）

1
（

』
に
よ
れ
ば
、
牢
死
と
は
、「
牢
の
中
で
死
ぬ
こ
と
。

獄
死
。」
と
あ
る
。
江
戸
時
代
の
牢
の
本
義
は
、
未
決
の
被
疑
者
の
拘
禁
場
所
で
あ
っ

た
が
、「
罪
人
共
罷
在
、
御
仕
置
者
等
も
仕
候
不
浄
ノ
地
」、
ま
た
「
こ
の
世
の
地

獄）
2
（

」
と
語
ら
れ
、
牢
死
者
は
そ
の
中
で
汚
名
に
塗
れ
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
そ
の
地
点
か
ら
一
歩
を
進
め
、
遺
さ
れ
た
記
録
、
痕
跡
を
探
し
出
し
、
関

連
す
る
諸
情
報
を
結
集
し
、
牢
死
者
の
死
因
の
究
明
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
病
死
、

餓
死
、
自
殺
、
拷
問
死
、
同
囚
や
牢
番
な
ど
の
暴
力
に
よ
る
死
、
支
配
権
力
に
よ
っ

て
強
制
さ
れ
た
餓
死
等
、
個
々
の
牢
死
者
の
死
因
を
追
究
す
る
。

　

幕
藩
時
代
の
江
戸
小
伝
馬
町
牢
や
浅
草･

品
川
の
溜
の
牢
死
者
の
員
数
と
、
そ
の

動
向
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い
牢
死
者
が
著
し
く
増
大

し
た
原
因
と
し
て
、
医
療
・
入
浴･

納
涼
な
ど
の
不
備
、「
獄
舎
の
構
造
亦
頗
る
非

衛
生
的
に
し
て
採
光
換
気
不
十
分
な
り
し
の
み
な
ら
ず
、
牢
名
主
役
付
等
の
物
質
的

並
に
精
神
的
壓
迫
等
の
伴
ふ
あ
り
て
、
罹
病
者
、
病
死
者
數
は
驚
く
べ
き
多
數
に
上

元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
弘
前
藩
に
お
け
る
牢
死
に
つ
い
て（
上
）舘　

山　
　
　

誠

り
、
幕
末
時
の
死
亡
者
は
一
ヶ
年
實
に
千
二
百
人
乃
至
二
千
人
を
算
し
た）

3
（

」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
石
井
良
助
は
、
幕
府
小
伝
馬
町
牢
の
構
造
や
支
配
組
織
ま
た
牢
名
主
制

の
悪
弊
を
具
体
的
に
述
べ
た
上
で
、
天
明
期
以
降
幕
末
慶
応
期
ま
で
の
牢
死
者
員
数

と
牢
死
率
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
原
因
を
「
食
糧
事
情
が
悪
く
な
っ
た
」
こ
と
と
、

「
入
牢
者
の
数
も
増
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
衛
生
状
態
も
悪
く
な
っ
た）

4
（

」
こ
と
に
よ

る
と
記
し
て
い
る
。
瀧
川
政
次
郎
は
、
小
伝
馬
町
牢
が
「
多
数
の
牢
死
者
を
出
し
た

原
因
が
、
牢
名
主
制
の
採
用
と
牢
屋
下
男
の
薄
給
と
に
あ
る
」
と
し
、「
刑
に
死
せ
ず
、

牢
名
主
の
た
め
に
責
め
殺
さ
れ
た
者
は
、
何
人
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
こ
の
恥
ず

べ
き
記
録
を
も
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
り
徳
川
幕
府
の
不
名
誉
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
日
本
民
族
の
汚
辱
で
あ
る）

5
（

。」
と
記
す
。
牢
の
物
質
的
環
境
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

牢
と
い
う
閉
鎖
空
間
内
に
お
い
て
は
、
生
き
延
び
ん
が
た
め
人
間
の
悪
し
き
諸
特
性

が
赤
裸
に
展
開
さ
れ
、
権
力
感
情
の
対
立･

葛
藤
が
奔
出
し
、
ま
た
金
銭
に
よ
る
同

囚
や
牢
役
人
の
買
収
と
い
う
人
災
的
要
素
を
む
し
ろ
問
題
視
す
る
。
ま
た
、
ダ
ニ
エ

ル
・
Ｖ
・
ボ
ツ
マ
ン
氏
は
、「
江
戸
期
の
支
配
の
基
本
原
理
た
る
身
分
制
原
理
と
権

力
の
戦
略
が
、
牢
屋
敷
制
度
の
う
ち
に
モ
チ
ー
フ
と
し
て
繰
り
返
し
表
れ
、」「
理
想

に
近
い
形
で
機
能）

6
（

」
し
て
い
る
と
記
す
。
牢
屋
敷
が
、
江
戸
期
の
支
配
原
理
の
本
質

顕
現
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
に
加
え
て
、
本
稿
で
は
、
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牢
死
多
発
の
主
因
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
刑
事
訴
訟
法
、
具
体
的
に
は
律
令

以
来
、「
証
拠
の
王）

7
（

」
と
称
さ
れ
て
き
た
自
白
を
主
題
化
し
て
考
察
す
る
。
自
白
は
、

律
令
以
来
、
物
証･

人
証
の
上
に
立
っ
て
絶
大
な
証
明
力
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

加
え
て
江
戸
時
代
に
は
、
証
拠
と
い
う
機
能
的
範
疇
か
ら
逸
脱
し
て
、
支
配
権
力
の

威
光
発
揚
の
場
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
来
、
目
的
合
理
的

な
証
拠
機
能
で
あ
る
筈
の
自
白
が
、
幕
府
や
藩
の｢

御
大
法｣

性
や｢

御
威
光｣

を

衆
庶
の
面
前
に
顕
在
化
さ
せ
る
役
割
も
負
う
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
自

白
な
き
者
は
「
御
威
光
」
や｢

御
體
裁｣
を
損
じ
る
者
と
さ
れ）

8
（

、
不
可
避
的
に
拷
問

が
要
請
さ
れ
、
ま
た
冤
罪
の
可
能
性
が
大
き
く
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

幕
藩
制
統
治
は
自
他
共
に
無
謬
の
理
想
的
あ
り
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、

洗
い
浚
い
の
白
状
は
元
よ
り
、
実
体
的
真
実
（
罪
状
認
否
に
お
け
る
客
観
的
か
つ
合

理
的
真
実
）
の
自
白
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
威
光
に
承
伏
す
る

形
は
常
に
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
白
と
拷
問
と
牢
死
の
因
果
上
の
、
か
つ
現
実

上
の
連
関
は
、
江
戸
期
刑
政
の
本
質
顕
現
で
あ
る
と
い
う
点
に
問
題
性
を
見
出
し
考

察
す
る
。

　

さ
て
、
弘
前
藩
の
牢
死
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
黒
瀧
十
二
郎
氏
に
よ
る
弘
前

藩
の
牢
屋
や
牢
賄
に
関
連
し
た
研
究）

9
（

に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
牢
死
の
原
因
に
言

及
し
た
分
析
で
は
、
天
明
期
・
天
保
期
の
飢
饉
時
の
牢
賄
を
比
較
し
た
上
で
、
牢
死

者
の
増
加
は
、
牢
内
環
境
の
悪
さ
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
牢
賄
に
左
右
さ
れ
る）

10
（

と
結

論
し
て
い
る
。
牢
賄
の
質
と
量
と
支
給
負
担
者
を
決
定
す
る
の
は
藩
当
局
で
あ
り
、

当
時
の
弘
前
藩
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
牢
賄
の
量
と
質
は
、
入
牢
者
の
生
死
を
直
接

左
右
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
牢
賄
に
つ
い
て
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
黒
瀧
氏
の
研

究
に
お
い
て
は
、
幕
府
小
伝
馬
町
牢
の
ご
と
き
牢
内
秩
序
の
問
題
や
牢
死
者
の
死
因

等
の
分
析
は
な
さ
れ
ず
、
弘
前
藩
当
局
の
関
与
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
管
見
の
限

り
、
江
戸
期
前
・
中
期
に
お
い
て
、
牢
死
の
諸
例
を
採
集
し
、
入
牢
日
数
・
刑
罪
名
、

死
因
な
ど
の
諸
要
素
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
該
支
配
権
力
の
性
格
の
側
面
に
関
連
づ

け
て
叙
述
を
試
み
た
先
行
研
究
を
知
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
主
に
元
禄
八
・
九
年
飢

饉
下
の
弘
前
藩
庁
日
記）

11
（

を
駆
使
し
て
そ
れ
を
試
み
る
。

　

そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
ま
ず
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
に
行
使
・
執
行
さ
れ
た
吟

味
・
仕
置
・
行
刑
の
具
体
例
を
「
国
日
記
」
か
ら
拾
い
、
飢
饉
下
の
そ
れ
ら
の
実
態

を
統
計
的
に
整
理
・
分
類
し
、
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
前
・
中

期
の
仕
置
集）

12
（

の
中
か
ら
、
比
較
的
網
羅
的
に
刑
罪
の
採
集
が
な
さ
れ
て
い
る
岡
山
藩

の
「
刑
罰
書
抜）

13
（

」
を
参
照
し
、
同
時
期
の
弘
前
藩
の｢

御
仕
置｣

の
特
質
の
一
端
に

言
及
し
た
。

　

次
に
元
禄
期
の
弘
前
藩
の
牢
環
境
と
牢
制
度
、
と
り
わ
け
牢
死
と
関
連
の
深
い
牢

の
混
雑
度
、
ま
た
牢
賄
に
つ
い
て
、
黒
瀧
氏
の
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
討
し
、
ま

た
幕
府
や
他
藩
の
も
の
を
も
参
照
し
て
、
出
来
る
だ
け
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
。
な

か
で
も
、
牢
の
混
雑
度
の
詳
細
分
析
は
、
お
そ
ら
く
本
稿
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
弘
前
藩
の
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
、
弘
前
牢
・
青
森
牢
の
牢
死
者
に
出

来
る
だ
け
実
証
的
な
光
を
当
て
、
個
々
の
牢
死
者
の
死
の
実
相
を
見
出
そ
う
と
試
み

る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
飢
饉
下
の
弘
前
藩
が
入
牢
者
に
対
し
て
如
何
な
る
方
針

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
、

延
い
て
は
平
時
の
弘
前
藩
政
の
基
本
的
性
格
、
さ
ら
に
言
え
ば
元
禄
八
・
九
年
以
後
、

一
八
〇
年
近
く
統
治
権
力
主
体
と
し
て
津
軽
地
方
に
君
臨
し
た
弘
前
藩
の
面
相

）
14
（

に
つ

い
て
、
多
少
と
も
叙
述
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
稿
は
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
こ

と
に
な
る
。
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尚
、
本
稿
の
考
察
の
た
め
の
予
備
的
知
見
と
し
て
、
飢
餓
の
生
化
学
的
見
地
、
ま

た
米
の
栄
養
学
的
知
見
に
つ
い
て
註
記
し
た）

15
（

。

一
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
に
お
け
る
弘
前
藩
の
吟
味
・
仕
置
状
況

　

表
1
は
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
に
お
い
て
、
弘
前
藩
当
局
が
行
っ
た
吟
味
・｢

御

咎｣

・「
御
仕
置）

16
（

」
に
つ
い
て
、「
国
日
記
」
か
ら
採
集
し
た
も
の
を
分
類
し
一
覧
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
類
基
準
は
、
基
本
的
に
は
幕
府
の
「
刑
罰
體
系）

17
（

」
の
基
準

に
拠
っ
た
が
、｢

追
放
刑｣

に
つ
い
て
は
弘
前
藩
独
自
の
分
類
区
分
が
あ
り
、
そ
れ

に
従
っ
た
。

　

本
稿
は
、
法
制
史
研
究
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
表
1
の
理
解
を
容
易

に
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
補
助
的
な
説
明
を
加
え
る
。

①
表
1
に
記
し
た
数
字
は
、「
国
日
記
」
に
記
さ
れ
た
も
の
の
み
を
採
集
し
た
結
果

の
数
字
で
あ
り
、
領
内
で
は
実
際
、
こ
れ
に
数
倍
す
る
犯
罪
や
欠
落
等
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
例
え
ば
、
飢
饉
時
に
お
け
る
領
内
の
火
事
の
件

数
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
国
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
弘
前
藩
領
内
で
は
、
元

禄
七
年
二
二
件
、
元
禄
八
年
二
八
件
、
元
禄
九
年
九
一
件
、
元
禄
十
年
一
〇
件
を
数

え
る
こ
と
が
で
き
、
元
禄
九
年
が
突
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
九
年
の
火
事
の
月

別
経
過
を
辿
っ
て
も
、
二
月
か
ら
四
月
の
三
ヶ
月
間
で
六
三
件
を
数
え
、
元
禄
九
年

の
全
件
数
の
六
九
・
二
％
を
占
め
、
多
く
の
領
民
が
死
の
淵
に
晒
さ
れ
て
い
た
時
期

に
重
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
付
火
（
放
火
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
1
で
は
、｢

火

罪｣

は
三
人
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

②
弘
前
藩
に
お
い
て
、
当
時｢

刎
首｣

・「
打
首｣

・「
斬
罪
」・「
成
敗
」
等
と
呼
称
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、
詳
細
に
見
れ
ば
、
身
分
・
重
罪
性
・
執
行
場
所
・
死
骸
処
置
等

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
表
1
に
お
い
て
は
す
べ
て
「
死
罪
」
と
し
て

括
っ
た
。
ま
た
、
藩
主
参
勤
時
に
お
け
る
士
分
の
喧
嘩
で
は
、
当
事
者
二
人
が
成
敗

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
下
手
人）

18
（

」
と
し
た
。

③
「
手
限
成
敗
」
は
、
士
分
の
者
が
家
来
や
奉
公
人
に
対
し
自
分
仕
置
を
執
行
す
る
も

の
だ
が
、
こ
の
時
期
の
弘
前
藩
に
お
い
て
も
頻
繁
に
見
ら
れ
、
そ
の
際
事
前
あ
る
い
は

事
後
に
藩
の
家
老
等
上
層
部
の
意
向
を
伺
っ
て
い
る）

19
（

。

④
「
引
渡
」
は
、
幕
府
に
お
い
て
は｢

引
廻｣

と
呼
称
さ
れ
、「
死
罪
、
斬
罪
以
上

の
重
刑
に
付
加
し
た
刑
で
、
刑
の
執
行
前
に
罪
人
を
縛
っ
て
馬
に
乗
せ
、
罪
状
を
紙

幟
に
記
し
、
府
内
ま
た
は
犯
罪
地
を
引
き
ま
わ
し
て
公
衆
に
見
せ）

20
（

」
た
。

⑤
出
牢
者
数
と
は
、
牢
舎
赦
免
・
御
免
の
者
、
刑
が
執
行
さ
れ
た
者
、
牢
死
者
を
合

わ
せ
た
者
の
員
数
の
こ
と
で
あ
る
。

⑥
弘
前
藩
の
追
放
刑
は
、
大
き
く｢

領
外
追
放｣

と｢

領
内
追
放｣

に
区
分
さ
れ
る
。

｢

領
外
追
放｣

は
、｢

南
部
口
（
野
内
口
）｣

か
ら
盛
岡
藩
領
へ
、「
碇
関
口
」・「
大
間

越
口
」
か
ら
久
保
田
藩
領
へ｢

越
山｣

（
追
放
）
さ
れ
た
。
尚
、｢

領
内
追
放｣

の
御

構
場
所
の
う
ち
「
大
所
」
と
は
、
弘
前
や
青
森･

鰺
ヶ
沢
を
は
じ
め
九
浦
や
在
郷
町

を
指
す
。

⑦
「
闕
所
」
は
、
一
般
に
追
放
刑
以
上
に
附
加
さ
れ
る
刑
で
あ
っ
て
、「
利
欲
に
か

か
わ
る
犯
罪
に
つ
い
て）

21
（

」、
刑
の
軽
重
に
従
い
、
田
畑
、
家
屋
敷
、
家
財
の
順
に
没

収
さ
れ
た
。
表
1
で
は
、「
国
日
記
」
に
明
記
さ
れ
た
も
の
の
み
記
し
た
。

　

表
1
か
ら
導
か
れ
る
主
な
点
を
記
す
。

（
1
）
出
牢
原
因
に
よ
る
分
類
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表1　元禄八・九年吟味・仕置一覧
刑　罰 元禄8年 元禄 9年 計 備考

1 引渡磔 4(1) 4(1)
2 引渡火罪 2 2
3 死骸引渡火罪 1 1
4 引渡獄門 14(2) 14(2)
5 死骸獄門 2 2 4
6 死罪 11 17(1) 28(1) 女１、青森牢5
7 死骸死罪 2 3 5 青森牢 2
8 下手人 2(2) 2(2)
9 手限成敗 4(1) 4(1)

計 15 49(7) 64(7) 牢死 10

10 追放刑

領外

南部口 6(1) 15(2) 21(3) 女１、青森牢１
碇ヶ関口 15(1) 12 27(1)
大間越口 1 2 3 青森牢１
本国 1 1 青森牢１

領外計 23(2) 29(2) 52(4) 牢死 2

領内

弘前

弘前追放 13 38(8) 51(8)
石渡口 8 2(1) 10(1)
取上口 1 1
東長町口 1 1
和徳口 1(1) 1(1)
五里四方 1 3(1) 4(1)

青森 3 3
鰺ヶ沢 1 1
大所 2 2
所 7 7 14 妻子７
居家払 1 3 4 祢宜３
阿法払 （弘前追放） 2(2) 2(2) 裸足・髪解
本国 2 2
その他 9(1) 9(1) 女１、髪切・裸

領内計 34 71(14) 105(14) 牢死 6、青森牢２
追放刑合計 57(2) 100(16) 157(18)

11 閉門 1(1) 1(1)
12 逼塞 10(3) 9(9) 19(12)
13 遠慮 18(17) 42(35) 60(52)
14 戸〆 10 10
15 押込 5(5) 5(5)
16 入寺 4 4

計 38(20) 61(50) 99(70)

17 闕所

抱地 1 1
家屋敷 2(2) 3(2) 5(4)
家財 1(1) 1(1)
大小 1(1) 2(2) 3(3)
鉄炮 1(1) 1(1)
大小会所預 2(2) 2(2)

計 3(3) 10(8) 13(11)

18 牢舎
弘前 65(2) 276(26) 341(28) 女 5
青森 10 28 38

計 75(2) 304(26) 379(28) 女 5

19 牢舎赦免
弘前 15 43 58
青森 2 2

計 15 45 60

20 牢死
弘前 5 101(1) 106(1) 女３
青森 2 16 18

計 7 117(1) 124(1) 女３

21 総出牢数
弘前 62 227(25) 289(25) ※翌年廻し52
青森 9 21 30 ※翌年廻し8

計 71 247(25) 319(25)

22 預ヶ

預 6(5) 18(11) 24(16)
村 4 13 17
町 1 23 24
親 1 2(1) 3(1)
親類 3(3) 3(3)
組・頭預 6(6) 6(6)
町名主 1 5 6
月行事 9 9
庄屋 4 4
五人組 3 3
大屋 9 9

計 13(5) 95(21) 108(26)
23 御構いなし 12 15 27
24 被疑者行衛不

明・「欠落」 13 152(3) 165(3) 「走り」も含む
25 自害 4(2) 4(2)
26 犯行中ないし

縄下中、死亡 1 7 8
27 口聞・拷問（弘前） 3 46(1) 49(1)
28 口聞・拷問（青森） 8 8

計 3 54(1) 57(1) (1) は若党
（元禄8年1月1日～元禄9年12月30日）

・この表は、元禄八・九年「国日記」をもとに作成した。
・（ ）内は、士分の数である。表における士分とは、苗字を名告っている者とした。
・牢舎数の決定にあたり、「国日記」には「牢舎」と明記されていない件も多数あったが、筆者の推測を交え、「牢舎」としたケースがいくつか
ある。牢舎数379人という数字は、かなり抑制した数字である。また、牢舎赦免の60人という数も、 国日記に明記された数のみである。※翌
年廻し弘前牢52人・青森牢８人が、在牢のまま翌年を迎えたことになる。また、厳密に考えれば、元禄７年以前の在牢者がすべて、この表で
捕捉されているとは限らない。
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表
2
は
、
元
禄
八
・
九
年
の
弘
前
牢･

青
森
牢
の
総
出
牢
者
に
つ
い
て
、
そ
の
出

牢
原
因
ご
と
に
、
人
数
と
割
合
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。｢

死
罪
以
上｣

六
四
人
（
表

1
）の
う
ち
、
牢
死
者
一
〇
人
を
除
き
、｢

下
手
人｣

二
人
と｢

手
限
成
敗｣

四
人（
表

1
）
は
入
牢
し
て
い
な
い
た
め｢

総
出
牢
者｣

か
ら
差
引
き
、｢

死
罪
以
上｣

は
四

八
人
と
な
る
。｢

領
外
追
放｣

五
二
人
に
つ
い
て
は
、｢

牢
死｣

の
二
人
を
除
き
他
に

一
一
人
が
入
牢
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
親
や
祖
父
が
子･

孫
を
藩
当
局
に
訴

え
て
越
山
さ
せ
た
ケ
ー
ス
が
三
件
、
同
役
に
預
け
ら
れ
た
足
軽
が
そ
の
ま
ま
領
外
追

放
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
四
件
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
領
外
追
放
＝
越
山
は
、
御
用
人
発

行
の
「
越
山
状
」
を
関
所
（
番
所
）
の
町
奉
行
宛
て
に
出
す
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
て

お
り
、
藩
境
で
は
付
添
の
足
軽
目
付
が
、「
以
来
御
国
江
入
申
候
ハ
ヽ
切
捨
ニ
可
致
由
、

堅
申
含）

22
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」
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
領
内
追
放
」
に
つ
い
て
は
、
村
預
ヶ

･

町
預
ヶ
等
の
圏
か
ら
、
赦
免
あ
る
い
は
追
放
刑
が
執
行
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
一

〇
五
人
中
五
四
人
、
五
一
・
四
％
が
入
牢
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。｢

牢
死｣

の
六

人
を
除
い
て
、
四
八
人
が
領
内
に
追
放
さ
れ
た
。

　

表
2
に
よ
れ
ば
、
元
禄
八
・
九
年
の
弘
前
牢
・

青
森
牢
の
総
出
牢
者
の
五
三
・
九
％
（
死
罪
以
上

一
五
％
＋
牢
死
三
八
・
九
％
）
が
、
死
ん
で
出
牢

し
た
の
で
あ
り
、
次
い
で
領
外･

領
内
追
放
が
二

七
・
二
％
、
赦
免
出
牢
が
一
八
・
八
％
と
続
く
。

（
2
）
牢
死
者
数
と
牢
死
率

　

元
禄
八
・
九
年
の
間
、
弘
前
牢
で
は
三
四
一
人

が
入
牢
し
、
一
〇
六
人
が
牢
死
し
た
。
牢
死
率
は

表 2　元禄八・九年弘前藩総出牢者の実態

表3　牢死率・重罪者率の比較

事項 人数（人） 割合（％）
死罪以上 48 15.0
領外追放 39 12.2
領内追放 48 15.0
牢舎赦免 60 18.8
牢死 124 38.9

総出牢者 319 100

牢名・年代 入牢高
（人）

重罪者（人） 牢死者
（人）

翌年廻
（人）

重罪者
率（%）

牢死率
（%）計 磔 獄門

大坂松屋町牢天明２年 474 21 1 1 38 121 4.4 8.0
大坂松屋町牢天明３年 568 39 0 2 62 26 6.9 10.9
大坂松屋町牢天明４・５・６年 1275 171 0 30 170 97 13.4 13.3
小伝馬町牢天明１・２・３年 7319 165 ※2.3
小伝馬町牢寛政７・８・９年 7284 254 ※3.5
小伝馬町牢文化１・２・３年 9469 150 1.6
小伝馬町牢文政１・２・４年 8604 620 7.2
奈良奉行所文化８年 94 11 0 3 0 3 11.7 0
和歌山藩岡牢文政11年 500 24 0 0 83 4.8 16.6
弘前牢元禄８年 65 11 0 2 5 3 16.9 7.7
弘前牢元禄９年 276 46 4 16 101 49 16.7 36.6
･『日本近世行刑史稿上』（第九章醫療其他の衛生施設　第五節衛生状態　386頁）、『江戸
の刑罰』（石井良助 151頁～153頁）、『近世刑事訴訟法の研究』（平松義郎 1067・
1068頁）、「近世身分社会の牢と牢番役」（藤本清二郎）､「国日記」をもとに作成。※印
の部分は、筆者が訂正した。また、ここに言う ｢重罪者｣ とは、下手人・死罪以上を指す。

表1をもとに作成した。尚、牢死以外の事項が、牢死
と重複している場合は、二重にはカウントしていない。

三
一
・
一
％
で
あ
る
。
弘
前
女
牢
で
は
五
人
が
入
牢
し
三
人
が
牢
死
し
て
い
る
。
ま

た
、
青
森
牢
で
は
、
三
八
人
が
入
牢
し
一
八
人
が
牢
死
し
て
い
る
。
牢
死
率
は
四

七
・
四
％
と
な
る
。
総
じ
て
、
元
禄
八
・
九
年
の
二
ヶ
年
の
弘
前
牢･

青
森
牢
に
お

け
る
牢
死
者
は
、
一
二
四
人
を
数
え
、
総
入
牢
者
数
三
七
九
人
に
対
し
て
牢
死
率
は

三
二
・
七
％
で
あ
る
（
表
1
）。
筆
者
は
、
幕
府
あ
る
い
は
他
藩
の
、
元
禄
期
と
そ

れ
に
近
い
年
代
の
牢
死
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
一
二
四
人
と

い
う
数
字
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

①
「
国
日
記
」
か
ら
、
弘
前
藩
の
牢
死
者
数
の
経
年
変
遷
を
調
べ
て
み
る
と
、
元
禄

六
年
か
ら
元
禄
十
一
年
に
か
け

て
、
順
に
六
人
、
五
人
、
七
人
、

一
一
七
人
、
三
人
、
二
人）

23
（

と
な
り
、

や
は
り
元
禄
九
年
が
突
出
し
て
い

る
。

②
牢
死
率
三
〇
％
以
上
と
い
う
結

果
は
、
奇
し
く
も
元
禄
八
・
九
年

飢
饉
下
の
弘
前
藩
領
内
に
お
い
て
、

餓
死
・
病
死
し
た
と
さ
れ
る
領
民

の
推
定
死
亡
率
、
三
分
の
一）

24
（

に
近

い
。（

3
）
重
罪
者
数
と
重
罪
者
率

　

表
3
は
、
現
代
刑
法
の
い
わ
ゆ

る
死
刑
以
上
（
重
罪
者
）
の
、
入
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牢
者
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
重
罪
者
率
（
％
）、
入
牢
者
に
占
め
る
牢
死
者
の
割
合

で
あ
る
牢
死
率
の
観
点
か
ら
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
「
弘
前
牢
」
の
デ
ー
タ
と
、

天
明
期
以
後
の
幕
府
支
配
の
「
大
坂
松
屋
町
牢
」・「
小
伝
馬
町
牢
」・「
奈
良
奉
行
所
」

管
轄
牢
と
、「
和
歌
山
藩
岡
牢
」
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
短
で
も

八
七
年
の
年
代
の
隔
た
り
が
あ
り
、
厳
密
さ
を
欠
く
と
の
指
摘
は
承
知
の
上
で
、
作

成･

掲
載
し
て
み
た
。

　

一
般
的
に
は
幕
府
も
諸
藩
も
、
寛
保
二
年
の
『
公
事
方
御
定
書
』
の
成
立
を
画
期

と
し
て
寛
刑
化
が
進
ん
だ
が
、
牢
死
者
数
は
幕
末
期
へ
向
か
う
に
つ
れ
格
段
に
増
え

た）
25
（

と
言
わ
れ
る
。
表
3
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
禄
九
年
の
弘
前
牢
に
お
け
る
磔
四

人
、
獄
門
一
六
人
、
さ
ら
に
こ
の
表
に
は
表
示

さ
れ
て
い
な
い
火
罪
三
人
を
含
む
下
手
人
・
死

罪
以
上
の
重
罪
者
四
六
人
の
「
重
罪
者
率
」
一

六
・
七
％
は
、
比
較
的
高
い
。
表
3
の｢

重
罪

者
率｣

と
「
牢
死
率
」
を
合
わ
せ
た
数
字
は
、

入
牢
高
に
対
し
て
死
ん
で
出
牢
し
た
者
の
割
合

（
％
）
を
意
味
す
る
。｢

大
坂
松
屋
町
牢
天
明

4
・
5
・
6
年｣

が
二
六
・
七
％
、｢

和
歌
山

藩
岡
牢
文
政
11
年｣

が
二
一
・
四
％
、「
弘
前

牢
元
禄
8
年
」
が
二
四
・
六
％
、
そ
れ
ら
に
比

し
て
、「
弘
前
牢
元
禄
九
年
」
の
五
三
・
三
％

は
、
景
色
の
違
い
を
歴
然
と
示
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

表
4
は
、
寛
文
元
年
か
ら
元
禄
十
三
年
ま
で

表4　弘前藩（岡山藩）の死罪以上員数（寛文～元禄期）
年代 磔 火罪 獄門 死罪 計

寛文１年～寛文10年 27(5) 1(0) 0(4) 50(103) 78(112)
寛文11年～延宝８年 32(3) 4(1) 0(13) 90(143) 126(160)
延宝９年～元禄３年 26(2) 3(2) 8(2) 94(69) 131(75)
元禄４年～元禄13年 15(0) 4(1) 37(2) 85(35) 141(38)
40年間計（人） 100(10) 12(4) 45(21) 319(350) 476(385)

・この表は、「国日記」の他、「弘前藩庁日記ひろひよみ」（福真吉美・ＣＤ版）と「刑罰
書抜」（『岡山県史第二十四巻』岡山県 1982）に依拠して作成した。｢成敗｣・｢斬罪｣・
｢打首｣・｢刎首」・｢死罪｣・｢下手人｣ と表示されたものについては、一括死罪とした。
・（　）内数字は、岡山藩の員数である。ただし、出典の「刑罰書抜」は、貞享４年
以降は記載がなかったり、省略が多く、従って、表4の「延宝９年～元禄３年」、「元
禄４年～元禄13年」の（　）内の数字は実際よりかなり少なめである。

の
四
〇
年
間
、
弘
前
藩
と
岡
山
藩
に
お
い
て
執
行
さ
れ
た
磔･

火
罪･

獄
門
・
死
罪

の
員
数
を
、
一
〇
年
ご
と
に
区
切
っ
て
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
山
藩
は
、
元
禄

十
五
年
の
時
点
で
、
表
高
三
一
万
石
余
、「
新
開
・
改
出
」
の｢

又
高｣

を
含
め
た

｢

地
高｣

が
、
四
三
万
五
千
石）

26
（

の
大
藩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
同
時
期
の
弘
前

藩
は
、
表
高
四
万
六
千
石
（
黒
石
領
内
分
四
千
石
を
含
む
）、
貞
享
新
検
高
二
六
万

石
余）

27
（

で
あ
っ
た
。
両
藩
の
領
内
総
人
口
の
違
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
死
罪
以

上
の
員
数
の
点
で
は
、
明
ら
か
に
岡
山
藩
は
弘
前
藩
を
上
回
っ
て
い
る
。
た
だ
、
弘

前
藩
で
は
、
磔･

火
罪･

獄
門
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
岡
山
藩
に
比
し
て
多
用
さ
れ
、

特
に
弘
前
藩
で
は
磔
刑
の
多
用
が
目
立
つ
。
そ
の
よ
う
な
磔
刑
の
執
行
を
弘
前
藩

は
、
幕
府
に
伺
い
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
大
名
領
主
と
し
て
の
自
分
仕
置
権）

28
（

を
存
分

に
行
使
し
て
き
た
と
言
え
る
。
表
4
か
ら
は
、
寛
文
期
か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
の
藩

政
前
・
中
期
、
す
な
わ
ち
、
後
世｢

中
興
の
祖
」
と
も
称
揚
さ
れ
た
四
代
藩
主
津
軽

信
政
の
時
代）

29
（

の
弘
前
藩
刑
政
の
基
本
的
傾
向
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
一
言

で
言
え
ば
、
見
懲
ら
し
を
多
用
し
て
領
民
に
恐
怖
を
植
え
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

詳
細
な
分
析
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

二
、
弘
前
藩
の
牢

（
1
）
牢
屋

　
「
国
日
記
」
元
禄
五
年
十
一
月
五
日
条
に
よ
っ
て
、
当
時
の
弘
前
牢
の
規
模
・
収

容
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

獄
屋
之
儀
承
候
様
ニ
と
主
膳
被
申
、
小
田
桐
戸
右
衞
門
方
江
申
遣
候
処
、
則
間

数
之
書
付
左
ニ
記
之
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一　

男
籠　

壱　

但
九
坪　

三
拾
四
人
入

一　

男
籠　

壱　

但
三
坪　

拾
人
入

一　

女
籠　

壱　

但
四
坪　

女
七
人　

内
一
人
年
三
、
一
人
当
年
生　

男
女
合
五
拾
壱
人　
　
　

右
之
書
付
主
膳
江
相
達
之

　

弘
前
牢
に
は
、
九
坪
と
三
坪
の
男
牢
、
四
坪
の
女
牢
が
あ
っ
た
。
男
牢
は
仮
に
畳

数
に
す
れ
ば
、
十
八
畳
と
六
畳
、
女
牢
は
八
畳
と
な
る
。
単
純
に
入
牢
者
「
三
拾
四

人
」・「
拾
人
」
の
一
人
当
た
り
畳
数
を
計
算
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
三
畳
、
〇
・

六
畳
と
な
り
、
藩
当
局
が
員
数
調
整
し
て
収
容
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
弘

前
牢
に
元
禄
八
・
九
年
、
三
四
一
人
が
入
牢
し
、
一
〇
六
人
が
牢
死
し
た
。

　

弘
前
牢
の
所
在
地
は
、
慶
安
二
年
以
来
馬
喰
（
博
労
）
町
に
あ
っ
た）

30
（

。
青
森
牢
は
、

大
工
町
の
「
浜
辺）

31
（

」
に
近
く
建
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。
又
、
青
森
牢
は
、
元
禄
八
・
九

年
の
牢
舎
人
の
出
入
の
員
数
か
ら
見
て
、
そ
の
規
模
は
小
さ
く
、
か
つ
女
牢
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

32
（

。
黒
瀧
氏
は
、「
青
森
の
牢
屋
は
一
時
的
な
収
容
施
設）

33
（

」
と

概
括
し
て
い
る
が
、
表
1
に
明
ら
か
な
よ
う
に
青
森
牢
で
は
、
死
罪
も
領
外
追
放
も

拷
問
も
執
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
様
斬
も
行
わ
れ
て
い
た）

34
（

。
た
だ
、
番
所
脇
道
通
行

の
馬
盗
人
や
本
稿
（
下
）
の
「
津
軽
の
山
庄
大
夫
」
の
よ
う
に
、
重
科
の
被
疑
者
に

つ
い
て
は
弘
前
牢
に
引
き
上
げ
の
上
吟
味
さ
れ
、
ま
た
最
終
的
な
裁
許
は
原
則
的
に

弘
前
の
家
老
よ
り
送
達
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
年
以
上
牢
居
の
者
も
複
数
存
在

し
、
青
森
町
奉
行･

牢
奉
行
・
牢
守
・
番
人
・
番
人
小
遣）

35
（

な
ど
、
役
人
編
成
の
上
で

も
弘
前
牢
に
準
じ
て
お
り
、
青
森
町
を
含
む
外
ヶ
浜
上
磯
・
下
磯
地
域
を
カ
バ
ー
す

る
基
幹
的
な
牢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
弘
前
牢
の
混
雑
度

　

牢
環
境
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
牢
内
収
容
人
員

の
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
剰
拘
禁
は
、
牢
賄
と
と
も
に
牢
死
に
直
接
影

響
を
与
え
る
。
平
松
義
郎
に
よ
れ
ば
、「
江
戸
後
半
期
の
小
伝
馬
町
牢
の
収
容
人
員

が
、
二
百
人
か
ら
四
百
人
、
多
い
時
は
七
百
人
か
ら
九
百
人
」
も
あ
っ
た
。
入
牢
者

は
大
牢
（
東
西
各
三
〇
畳
敷
）･

二
間
牢
（
東
西
各
二
四
畳
敷
）・
百
姓
牢
（
一
部

屋
二
八
畳
敷
）
を
合
わ
せ
た
約
一
三
六
畳
に
収
容
さ
れ
た
。
単
純
に
一
人
当
た
り
畳

数
は
〇
・
六
八
畳
か
ら
〇
・
一
五
畳
と
な
り
、「
東
大
牢
一
室
で
百
人
以
上
に
も
達

し
た）

36
（

。」
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
一
人
当
た
り
〇
・
三
三
畳
で
あ
る
。
ま
た
、
牢

名
主
制
の
も
と
で
は
、
入
牢
者
の
居
住
面
積
の
極
端
な
差
別
化
が
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る）

37
（

。

　

前
述
の
元
禄
五
年
十
一
月
条
の
弘
前
牢
で
は
、
二
四
畳
に
男
子
四
四
人
が
収
容
さ

れ
、
一
人
当
た
り
〇
・
五
五
畳
と
、
ほ
ぼ
二
人
で
一
畳
を
占
め
る
状
態
だ
っ
た
。
弘

前
藩
の
牢
内
で
は
刑
具
と
し
て
「
首
金
」
な
ど
の
着
装
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た）
38
（

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
元
禄
五
年
の
牢
の
混
雑
状
況
に
お
い
て
も
、
被
収
容

者
の
苦
痛
は
心
身
と
も
に
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

図
は
、「
元
禄
八
・
九
年
弘
前
牢
月
別
出
入
動
向
と
在
牢
者
数
」
を
グ
ラ
フ
化
し

た
も
の
で
あ
る
。「
月
別
在
牢
者
数
」
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
元
禄
八
・
九
年
の
弘

前
牢
の
総
出
牢
者
数
二
八
九
人
（
表
1
）
の
う
ち
、
入
牢
日
も
出
牢
日
も
判
明
し
て

い
る
者
一
四
五
人
の
み
を
対
象
と
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
グ

ラ
フ
で
は
、
入
牢
日
あ
る
い
は
出
牢
日
が
不
明
な
入
牢
者
一
四
四
人
分
が
グ
ラ
フ
に

反
映
さ
れ
な
い
。
そ
の
欠
陥
を
補
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
不
明
入
牢
者
一
四
四
人

分
を
、
判
明
者
一
四
五
人
の｢

入
出｣

の
数
の
顕
れ
方
と
等
割
合
に
算
定
し
、
月
別
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の｢

入
出｣

の
加
減
を
試
み
た
。

厳
密
性
に
や
や
問
題
が
残
る
が
、

か
な
り
現
実
を
反
映
し
た
「
修
正

月
別
在
牢
者
数
」
の
折
れ
線
グ
ラ

フ
だ
と
考
え
る
。

　
「
修
正
月
別
在
牢
者
数
」
に
よ

れ
ば
、
弘
前
牢
の
混
雑
度
は
、
元

禄
九
年
七
月
が
ピ
ー
ク
で
九
九
人
、

八
月
が
九
一
人
の
在
牢
者
で
あ
り
、

一
人
当
た
り
畳
数
は
、
ピ
ー
ク
で

一
人
当
た
り
〇
・
二
四
畳
、
一
畳

に
四
人
と
い
う
過
剰
ぶ
り
で
あ
る
。

藩
当
局
が
女
性
入
牢
者
を
何
ら
か

の
仕
方
で
他
に
移
し
（
元
禄
九
年
七
月
時
点
で
、
女
性
入
牢
者
は
一
人
で
あ
る
）、

女
牢
も
男
の
入
牢
者
に
当
て
た
と
し
て
も
、
一
畳
に
三
人
の
計
算
に
な
る
。
因
み
に
、

元
禄
九
年
六
月
・
七
月
・
八
月
の
弘
前
牢
の
牢
死
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
人
・
一
三

人
・
一
九
人
と
や
は
り
峰
を
な
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
微
々
た
る
牢
賄
と
、
ま

た
北
奥
と
は
い
え
、
夏
の
暑
さ
に
加
え
、
想
像
を
絶
し
た
過
剰
拘
禁
は
、
在
牢
者
を

疲
弊
さ
せ
、
死
に
至
ら
し
め
る
主
因
と
な
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
牢
役
人

　

弘
前
牢
支
配
の
責
任
者
と
し
て
、
二
人
の
町
奉
行
が
あ
た
り
、
以
下
牢
奉
行）

39
（

・
牢

守
・
牢
（
下
）
番
人
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
青
森
牢
支
配
は
、
青
森
町
奉
行
が
あ
た

り
、
以
下
弘
前
牢
同
様
の
編
制
で
あ
る
。
弘
前
牢
の
番
人
は
、「
馬
労
町
家
数
廿
軒

内
五
軒
借
屋
右
之
所
町
役
無
諸
事
籠
屋
之
御
用
斗
相
勤
申
筈
之
御
定）

40
（

」
と
あ
り
、
町

役
免
除
の
か
わ
り
に
、
馬
喰
町
の
者
一
四
、
五
軒
が
昼
夜
牢
屋
番
に
当
た
り
、
入
牢

者
が
あ
る
と
、「
博
労
町
之
者
共
罷
出
牢
江
入
候
者
之
衣
類
之
内
下
帯
・
髪
之
内
迄

悉
穿
鑿）

41
（

」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
火
事
の
際
の
入
牢
者
の
「
縄
取
」
連

行
や
「
引
渡
」・
領
外
追
放
の
際
の
「
縄
取
」
も
担
っ
て
い
た）

42
（

。「
牢
守
」
は
、
町
役

御
免
か
つ
「
金
二
両
二
人
扶
持
」
で
、
博
労
町
の
名
主
二
人
が
任
用
さ
れ
た
記
述）

43
（

が

見
え
る
が
、
在
か
ら
任
じ
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る）

44
（

。
青
森
牢
の
逐
電
事
件）

45
（

か
ら
当
時

の
牢
管
理
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。

（
4
）「
拾
六
人
組
合
」
〜
牢
内
自
治
か
訴
人
期
待
か
〜

　

弘
前
藩
の
弘
前
牢･

青
森
牢
に
、
幕
府
小
伝
馬
町
牢
の
悪
名
高
い
牢
名
主
制）

46
（

に
類

し
た
自
治
的
仕
組
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

天
和
三
年
、
弘
前
牢
で
破
牢
計
画
が
発
覚
し
た
。
そ
れ
は
、
弘
前
牢
内
の
四
人
が

中
心
と
な
り
、
牢
屋
に
置
か
れ
て
い
た
刑
具
の
「
首
か
ね
」
の
「
つ
ば
」
で
破
牢
の

計
画
を
た
て
、
牢
内
の
「
拾
六
人
組
合
」
の
う
ち
十
五
人
の
者
が
そ
れ
に
従
っ
た
が
、

そ
の
組
合
の
一
人
、「
石
渡
弥
市
郎
」
は
話
に
乗
ら
な
か
っ
た
た
め
、
計
画
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
首
を
縊
り
に
か
か
っ
て
来
ら
れ
、
牢
番
人
に
通
報
し
た
と
い
う
事
件
で

あ
っ
た
。
弥
市
郎
の
口
書
か
ら
は
、
牢
内
で
は
一
定
人
数
を
ひ
と
纏
ま
り
と
し
て
組

み
合
わ
せ
、
頭
を
置
き
、
管
理
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
覗
わ
れ
る
。
こ
の
「
石
渡
弥

市
郎
」
は
、
口
書
の
中
で
「
慥
成
見
届
ヶ
無
之
候
故
御
番
人
迄
不
申
聞
候
（
傍
点
―

筆
者
）」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩
当
局
が
破
牢
を
懸
念
し
て
入
牢
さ
せ
、「
石
渡

弥
市
郎
」
に
破
牢
訴
人
を
期
待
し
た）

47
（

と
考
え
ら
れ
る
。「
訴
人
は
同
類
な
る
も
罪
を

図　元禄八・九年弘前牢月別出入動向と在牢者数

グラフは、表１と表７をもとに作成した。元禄八・九年の弘前牢の総入牢者数
は341人、総出牢者数は289人である。元禄八年は65人中45人、元禄九年は
276人中99人の入牢日あるいは出牢日が不明である。そのため、不明144人
分を加算したものが、「修正月別在牢者数」の折れ線グラフである。
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宥
し
却
て
褒
美
を
与
ふ
る）

48
（

」
と
い
う
相
互
検
察
制
度
は
、
江
戸
期
刑
政
の
核
心
的
制

度
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。「
石
渡
弥
市
郎
」
は
、
本
罪
御
免
の
上
出
牢
さ
せ
ら
れ
、

褒
賞
と
し
て
銭
あ
る
い
は
闕
所
物
を
給
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
首
謀
者
四
人

は
、「
籠
内
之
内
ニ
而
徒
党
同
然
」
の
罪
科
と
さ
れ
、
磔
に
処
さ
れ
た）

49
（

。
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
弘
前
牢
に
も
牢
内
の
自
治
的
組
織
あ
る
い
は
藩
当
局
に
よ
る
入
牢
者
管

理
の
た
め
の
仕
組
が
存
在
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

三
、
牢
賄
と
経
費
負
担
者

　

入
牢
者
が
命
を
つ
な
ぐ
も
と
で
あ
る
牢
賄
の
問
題
は
、
藩
当
局
に
よ
る
入
牢
者
管

理
の
観
点
か
ら
、
ま
た
本
稿
の
主
題
で
あ
る
牢
死
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
最
重
要
問

題
で
あ
る
。
以
下
、
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
弘
前
藩
の
牢
賄
の
検
討
に
入
る
が
、

そ
の
準
備
と
し
て
幕
府
、
諸
藩
の
牢
賄
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
。

（
1
）
幕
府･

諸
藩
の
牢
賄

①
幕
府
の
江
戸
小
伝
馬
町
牢
で
は
、
入
牢
者
の
牢
賄
は
官
給
、
す
な
わ
ち
幕
府
が
支

給
し
た
。
但
し
、
囚
人
護
送
人
足
費
・
牢
米
運
搬
人
足
費
・
獄
舎
修
繕
費
・
捨
札
等

費
用
は
、
国
役
と
し
て
江
戸
町
人
に
負
担
せ
し
め
た）

50
（

。
又
、
京
都
六
角
牢
の
場
合
の

よ
う
に
、
闕
所
金
銀
が
牢
賄
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

51
（

。

②
「
仙
臺
藩
に
於
て
は
揚
屋
入
者
、
凡
下
死
罪
御
仕
置
者
、
流
罪
再
入
者
、
他
領
者
、

無
宿
者
穢
多
乞
食
は
藩
費
と
し
た）

52
（

。」

③
「
和
歌
山
藩
は
吟
味
牢
者
は
村
賄
、
他
国
無
縁
之
者
竝
盗
人
、
火
付
、
人
殺
等
は

藩
費
と
し
た）

53
（

。」

　

藤
本
清
二
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
和
歌
山
城
下
岡
牢
屋
の
牢
賄
は
、「
天
和
年
中
并
元

禄
十
年
」
以
前
は
、「
入
牢
者
の
関
係
者
（
宿
・
一
類
、
町
村
）
負
担
」、「
元
禄
十

一
年
以
降
」
は
「
藩
庫
負
担
」、「
宝
暦
二
年
以
降
」
は
「
再
度
関
係
者
負
担
」
と
変

遷
し
た
が
、「
他
国
者

無
宿
者
」、「
非
人
乞
食
躰
之
無
宿
者
」、「
牢
暦
之
者
（
過

怠
牢
・
永
牢
―
筆
者
注
）」
は
ど
の
時
期
も
基
本
的
に
は
藩
庫
負
担
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
元
禄
十
三
年
の
「
覚
」
で
は
和
歌
山
藩
の
牢
扶
持
の
内
容
が
わ
か
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
一
人
分
と
し
て
一
ヶ
月
一
斗
五
升
と
計
算
、
そ
の
内
一
合
六
勺（
一
・
一
％

―
筆
者
注
、
以
下
同
じ
）
は
駄
賃
、
一
升
二
合
六
勺
（
八
・
四
％
）
は
搗
き
減
り
、

三
升
八
合
六
勺
（
二
五
・
七
％
）
は
柴
・
塩
噌
代
、
残
り
九
升
七
合
二
勺
（
六
四
・

八
％
）
が
、
朝
夕
片
飯
で
白
飯
一
合
六
勺
宛
つ
ま
り
一
人
一
日
三
合
二
勺
が
支
給
さ

れ
て
い
た
。
た
だ
、「
在
牢
（
在
郷
の
牢
―
筆
者
注
）」
は
藩
庫
負
担
と
な
る
こ
と
な

く
、
自
分
賄
・
村
賄
が
継
続
し
て
い
た）

54
（

。

④
江
戸
小
伝
馬
町
牢
で
は
、
庶
民
の
男
は
一
日
玄
米
五
合
（
精
白
し
て
四
合
五
勺
）、

汁
は
塩
菜
と

（
味
噌
）
三
〇
目
、
雑
用
料
も
一
人
一
日
銭
百
文
（
薪
・
箸
・
米
搗

代
等
）
を
か
け
た
。
庶
民
の
女
は
玄
米
三
合
、
汁
・
雑
用
料
は
男
と
同
じ
で
あ
る）

55
（

。

⑤
時
期
は
不
明
だ
が
、
相
馬
中
村
藩
で
は
庶
民
一
日
男
は
米
二
合
、
女
一
合
五
勺
、

味
噌
は
四
〇
人
一
升
割
、
塩
は
二
〇
〇
人
一
升
割
だ
っ
た
。
菜
銭
は
士
族
に
は
一
日

銭
二
文
が
給
さ
れ
た
が
庶
民
に
は
な
か
っ
た）

56
（

。

⑥
水
戸
藩
で
は
、
一
人
一
日
食
糧
・
菜
代
・
炊
事
費
等
含
め
て
玄
米
一
升
の
計
算
で
、

自
宅
よ
り
上
納
せ
し
め
、
も
し
赤
貧
な
ら
親
戚
よ
り
、
親
戚
が
貧
困
あ
る
い
は
親
戚

な
き
時
は
村
費
で
上
納
さ
せ
る
。
但
し
、
無
宿
者
は
官
費
と
し
た）

57
（

。

　

結
局
、
江
戸
時
代
の
牢
賄
は
、
幕
府
小
伝
馬
町
牢
な
ど
の
官
給
の
ケ
ー
ス
を
除
け

ば
、
牢
米
・
雑
用
銭
な
ど
の
支
給
量
や
経
費
負
担
者
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
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以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
事
が
出
来
る
。

　

幕
府
本
所
牢）

58
（

や
「
各
藩
に
於
い
て
は
、
糧
食
は
或
は
自
辨
を
原
則
と
し
或
は
又
村

賄
を
原
則
と
す
る
者
あ
り
頗
る
區
々
た
る
を
免
れ
ざ
り
し
が
無
宿
者
、
他
国
者
、
御

仕
置
入
牢
者
其
の
他
負
擔
力
な
き
者
」
や
「
入
墨
乾
燥
の
為
入
牢
者
」
は
「
概
ね
藩

の
公
費
と
し
た）

59
（

。」
ま
た
、
死
罪
以
上
の
重
罪
の
仕
置
の
者
に
つ
い
て
は
、
吟
味
中

か
、
裁
許
が
下
さ
れ
た
者
の
意
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
藩
が
牢
賄
を
負
担
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。

（
2
）
弘
前
藩
に
お
け
る
牢
賄

　

弘
前
藩
の
牢
賄
と
経
費
負
担
者
に
つ
い
て
は
、
黒
瀧
氏
の
先
行
研
究
が
存
在
す

る）
60
（

。
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
詳
細
調
査
を
試
み
た
い
。

（
ⅰ
）
基
本
原
則

　
「
国
日
記
」
元
禄
十
四
年
八
月
二
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
牢
賄
は
一
人
片
飯
玄
米

（
の
ち
白
米
）
二
合
宛
、
一
日
四
合
を
「
も
り
形
」（
盛
相
）
に
し
て
、
番
人
が
入
牢

者
に
渡
す
の
で
あ
る
。
味
噌･

塩
類
は
一
日
一
人
一
二
文
宛
が
「
御
定
」
で
あ
っ

た
。
但
し
、｢

一
日
一
人
四
合｣

は
、
諸
事
情
に
よ
り
変
化
し
た
。
元
禄
九
年
時
点

で
は
、
一
日
一
人
一
合
で
あ
る
。

一　

牢
食
之
事
牢
守
方
ニ
而
焚
出
し
牢
舎
之
者
ニ
番
人
喰
せ
可
申
候
、

一　

牢
舎
之
者
扶
持
米
之
儀
在
々
之
者
ハ
其
者
之
村
よ
り
賄
す
へ
し
、
町
よ
り
牢
舎

之
者
有
之
ハ
町
よ
り
扶
持
可
仕
、
地
他
國
壹
人
者
ハ
町
米
喰
せ（
傍
点
―
筆
者
）

可
申
候
、
尤
牢
賄
請
拂
之
儀
別
紙
書
付
之
通
相
違
無
之
様
可
仕
事）

61
（

　

入
牢
者
は
、
人
別
居
住
地
が
在
の
者
は
村
賄
、
町
の
者
は
町
賄
と
な
る
。
こ
れ
が

大
原
則
で
あ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
村
賄
、
町
賄
と
は
言
っ
て
も
、
入
牢
者
本

人
や
家
族
が
相
応
の
財
力
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
然
そ
の
財
力
に
応
じ
て
、
村

賄
、
町
賄
を
負
担
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

黒
瀧
氏
は
傍
点
部
分
を
含
ん
だ
条
を
、「
入
牢
者
の
食
料
と
し
て
の
米
は
、
農
民

は
村
の
、
町
人
及
び
他
国
の
者
は
町
の
負
担
と
す
る）

62
（

。」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
誤

解
で
あ
ろ
う
。｢

他
国
の
者｣

に
つ
い
て
は
、
藩
が
負
担
す
る
の
で
あ
る
。
町
に
人

別
籍
が
あ
り
住
居
し
て
い
る
者
が
入
牢
し
た
場
合
は
、
前
述
の
ご
と
く
町
が
賄
う
。

こ
こ
で
言
う
「
町
米
」
と
は
、
町
が
負
担
す
る
と
い
う
意
味
の
米
で
は
な
く
、
単
に

「
御
蔵
米
」
よ
り
約
一
割
程
安
価
の
商
売
米
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず）

63
（

、
弘
前
藩

は
藩
に
よ
る
賄
と
し
て
、
高
価
な｢

御
蔵
米｣

で
は
な
く
、
安
価
な
商
売
米
（
＝
町

米
）
を
他
国
者
や
独
り
者
に
給
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
地
他
國
壹
人
者
」

に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
幕
府･

諸
藩
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
他
国
者
と｢

負
擔
力

な
き｣

自
国
・
他
国
の
独
り
者
は
藩
が
負
担
す
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
弘
前
藩
が
拠
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
当
時
、
幕
府
の
天
領
や
諸
藩
の

標
準
則
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ⅱ
）
村
賄

　

具
体
例
を
挙
げ
て
弘
前
藩
の
村
賄
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
a
）
現
物
運
搬

一　

靑
盛
ニ
而
盗
人
勝
左
衛
門
同
類
蓬
田
之
甚
太
郎
と
申
者
、
青
森
籠
ニ
罷
有
候
、
籠

食
之
儀
蓬
田
之
田
中
村
よ
り
運
候
、
御
百
姓
拾
弐
人
ニ
而
持
運
候
儀
不
罷
成
候
ニ

付
、
銭
六
分
ニ
米
差
添
雇
候
而
籠
食
か
よ
ひ
申
ニ
付
、
一
ヶ
月
ニ
拾
八
匁
宛
出
候
、

田
中
村
新
田
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
草
臥
申
候
、
右
甚
太
郎
儀
元
来
蓬
田
村
ニ
而
生

候
得
共
、
近
年
ハ
蓬
田
ニ
不
罷
在
候
、
今
度
盗
仕
甚
太
郎
母
田
中
村
ニ
罷
有
候
ニ

付
便
り
候
而
母
方
江
参
候
由
、
御
郡
奉
行
就
申
立
ニ
籠
食
之
儀
靑
盛
よ
り
出
候
様
ニ
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と
申
遣
之）

64
（

」

　
「
蓬
田
之
田
中
村）

65
（

」
か
ら
青
森
牢
ま
で
は
少
な
く
と
も
四
里
余
あ
る
。
盗
み
を
し

た
甚
太
郎
は
、
田
中
村
に
人
別
籍
が
あ
る
た
め
田
中
村
の
村
賄
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
一
ヶ
月
に
銭
一
八
匁）

66
（

と
米
（
一
日
四
合
な
ら
月
一
斗
二
升
）、
合
わ
せ
て
約
二

二
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
を
月
々
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
雇
人
を
頼
む
が
、
新
田
村
の

人
手
や
財
政
状
況
か
ら
し
て
、
そ
の
継
続
は
不
可
能
だ
っ
た
。
ま
た
、
甚
太
郎
は
事

実
上
、
青
森
町
で
渡
世
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
郡
奉
行
が
申
立
、
青

森
町
賄
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
牢
賄
の
現
物
運
搬
（
天
和
期
）
の

例
だ
が
、
村
賄
の
現
物
運
搬
は
元
禄
期
に
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
村
が
牢

に
遠
か
っ
た
り
、
村
の
困
窮
な
ど
の
諸
事
情
で
、
現
物
運
搬
が
困
難
な
場
合
は
、
藩

か
ら
貸
渡
さ
れ
、
村
の
債
務
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
年
貢
の
上
納
や
未
進
分
と
合
わ

せ
て
、
返
納
を
求
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る）

67
（

。
牢
賄
の
現
物
運
搬
は
、
牢
賄
自
体
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
運
搬
に
か
か
る
人
手
あ
る
い
は
雇
銭
は
、
村
人
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
っ
た
。

（
b
）
組
に
よ
る
賄

　

黒
瀧
氏
が
採
り
上
げ
た
苗
生
松
村）

68
（

の
例
で
は
、
弘
前
牢
舎
と
な
っ
た
「
水
飲
勘
兵

衛
」
の
村
賄
が
原
因
で
、「
村
中
百
姓
共
及
渇
命
申
候
間
、
籠
賄
ハ
組
中
江
被
仰
付）

69
（

」、

大
光
寺
組
十
七
ヶ
村
に
負
担
さ
せ
た
例
が
あ
る
。
妻
子
が
村
預
ヶ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
う
え
勘
兵
衛
の
牢
賄
負
担
は
堪
え
ら
れ
ず
、
よ
り
広
汎
な
集
金
が

可
能
な
大
光
寺
組
の
組
賄
と
し
た
の
で
あ
る
。
田
中
村
と
い
い
、
苗
生
松
村
と
い

い
、
村
人
一
人
の
牢
舎
や
村
預
ヶ
（
圏
の
用
意
・
賄
・
交
代
制
の
番
人
等
の
負
担
）

が
村
全
体
の
疲
弊
困
憊
に
直
接
繫
が
る
様
子
が
伺
え
る
。

（
ⅲ
）
町
賄
―
牢
米
と
「
養
内
銭
」

　
「
国
日
記
」
元
禄
九
年

九
月
二
十
六
日
条
に
、
牢

賄
米
が
少
々
不
足
し
て
町

奉
行
と
勘
定
奉
行
が
相
談

し
て
「
能
程
相
究
」
め
る

よ
う
に
、
家
老
か
ら
申
し

渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
町
の
代
表
で
あ

る
名
主･

月
行
事
一
〇
九

人
が
、町
奉
行
を
介
し
て
、

表5　弘前町籠米積方（元禄七年）

役位 一軒・半軒 1軒当り
籠米 軒数 籠米（合）

上役 一軒役 1升 70 700
半軒役 5合 33 165

中之上役 一軒役 9合 37 333
半軒役 4合 17 68

中役 一軒役 8合 240 1920
半軒役 4合 198 792

下役 一軒役 7合 283 1981
半軒役 3合 172 516

下々役 一軒役 5合 124 620
半軒役 2合 66 132

地子銀 一軒役 3合 229 687
半軒役 2合 77 154

出不申 471 0
計 2017 8石6升8合

藩
当
局
に
対
し
て
条
件
闘
争
を
し
て
い
る
。

　

町
奉
行
申
立
候
、
町
惣
名
主
三
一
人
・
月
行
事
七
八
人
、
一
ヶ
月
籠
米
七
斗
五
升

入
、
養
内
銭
九
五
匁
五
厘
出
シ
候
由
、
籠
米
ハ
一
ヶ
月
籠
舎
之
者
多
少
ニ
寄
出
申
候
、

右
者
名
主
・
月
行
事
町
内
之
償
物
御
免
奉
願
由
申
立
候
、
靱
負
江
相
達
名
主
・
月
行

事
先
致
減
少
見
可
申
旨
次
左
衛
門
江
申
渡
之）

70
（

　

弘
前
の
町
人
は
、
弘
前
牢
の
「
籠
米
」
と
「
養
内
銭
」
を
負
担
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
町
の
「
償
物
」（
滞
納
金
）
の
免
除
を
願
っ
た
。
し
か
し
、
ま
ず
は
「
減
少
」

（
節
約
）
し
て
み
ろ
と
家
老
津
軽
靱
負
に
一
蹴
さ
れ
て
い
る
。

　

表
5
は
、
元
禄
七
年
の
「
弘
前
町
籠
米
積
方）

71
（

」
で
あ
る
。
弘
前
の
大
屋
家
数
二
〇

一
七
軒
を
一
二
段
階
に
区
分
し
、
牢
米
が
財
力
に
応
じ
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

仮
に
、
年
間
「
八
石
六
升
八
合
」
の
一
ト
月
分
六
斗
七
升
余
の
牢
米
を
一
日
一
人
に

一
合
を
給
与
す
れ
ば
、
一
ヶ
月
二
二
人
強
給
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
給
与
対
象
者

は
、
原
則
と
し
て
、
弘
前
町
居
住
人
別
の
入
牢
者
で
あ
ろ
う
が
、
町
預
ヶ
と
さ
れ
た

・『松井四郎兵衛留書』（青森県立図書館編 1991、151
頁～153頁）をもとに作成した。「出不申」軒数は、
全軒数の23.4％にあたる。
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者
に
も
与
え
ら
れ
た）

72
（

。
ま
た
、
牢
舎
の
者
の
菜
・
塩
噌
等
に
宛
て
る
雑
用
銭
と
し
て

の
「
養
内
銭
」
も
、
牢
米
同
様
の
仕
方
で
、
弘
前
の
町
方
か
ら
徴
収
し
て
い
る
。
元

禄
六
年
の
「
弘
前
町
養
内
銭
積
方）

73
（

」
に
よ
れ
ば
、
銭
一
貫
三
二
一
匁
三
分
、
六
文
銭

勘
定
の
金
換
算
で
凡
そ
二
〇
両
余
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
馬
喰
町
の
月
行
事

三
人
に
一
ヶ
年
分
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
渡
し
て
お
き
、
賄
仕
出
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
ⅳ
）
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
下
の
牢
賄

　

黒
瀧
氏
は
、
飢
饉
下
の
青
森
牢
の
牢
賄
の
史
料
を
紹
介
し
て
い
る）

74
（

。

一　

右
同
人
（
青
森
町
奉
行
町
田
五
兵
衛
―
筆
者
注
）
申
立
候
ハ
青
盛
牢
舎
之
者
共

亥
ノ
年
御
領
分
中
不
作
ニ
付
、
町
中
之
者
共
牢
賄
米
出
シ
申
儀
不
罷
成
候
付
、

右
之
者
共
申
立
候
之
処
ニ
、
一
日
一
人
ニ
付
黒
米
壱
合
宛
拝
借
扶
持
被
仰
付
候
、

扶
持
米
之
外
少
々
入
用
之
分
ハ
町
中
ゟ
出
せ
只
今
迄
賄
せ
申
候
処
、
段
々
弱
申

候
付
一
日
一
人
ニ
付
壱
合
五
夕
之
積
被　

仰
付
候
儀
可
有
御
座
候
哉
奉
窺
旨
申

立
候

（「
国
日
記
」
元
禄
十
年
七
月
二
十
一
日
条
）

　

元
禄
十
年
七
月
段
階
で
も
、
元
禄
八
年
の
大
凶
作
の
影
響
が
尾
を
引
き
、
青
森
牢

の
町
賄
は
町
人
に
よ
る
負
担
が
困
難
な
状
況
だ
っ
た
。
藩
が
一
日
一
人
に
黒
米
（
玄

米
）
一
合
宛
貸
渡
し
、
菜
・
塩
噌
の
雑
用
銭
の
み
町
に
出
さ
せ
て
き
た
が
、
牢
舎
の

者
が
段
々
弱
っ
て
き
た
の
で
一
日
一
人
一
合
五
勺
に
増
や
し
た
ら
ど
う
か
と
青
森
町

奉
行
が
伺
っ
て
い
る
。
元
禄
八
・
九
年
の
青
森
牢
の
入
牢
者
数
は
三
八
人
、
そ
の
う

ち
死
罪
七
人
、
領
外
追
放
三
人
、
赦
免
二
人
、
一
八
人
が
牢
死
し
て
い
る
（
表
1
）。

　
「
国
日
記
」
元
禄
九
年
十
一
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
領
内
の
御
救
米
が
、
元

禄
九
年
九
月
十
日
を
境
に
一
人
一
日
一
合
か
ら
、
一
人
一
日
七
勺
宛
「
相
渡
」（
貸

渡
）
す
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
牢
賄
が
七
勺
に
減
ら
さ
れ
た
と
い
う
史

料
は
見
出
せ
な
い
。
元
禄
十
年
七
月
段
階
の
青
森
牢
の
牢
賄
米
一
日
一
人
一
合
の
給

与
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
五
勺
の
足
扶
持
が
認
め
ら
れ
、
一
合
五
勺
に
増
え
た
（「
国

日
記
」
元
禄
十
年
七
月
二
十
三
日
条
）。
た
だ
、
そ
れ
が
弘
前
牢
に
も
適
用
さ
れ
た

と
い
う
史
料
は
見
出
せ
ず
、
青
森
牢
の
足
扶
持
五
勺
は
臨
時
的
措
置
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
日
一
人
一
合
余
の
牢
米
は
、
人
の
基
礎
代
謝

の
維
持
に
も
遙
か
に
及
ば
ぬ
量
で
あ
り
、
牢
内
生
活
を
存
え
る
に
は
食
物
等
の
差
入

れ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外
ヶ
浜
上
磯
・
下
磯
の
郡
奉
行
對
馬
万
右

衞
門
は
、「
悪

朝
夕
二
合
積
り
仰
せ
付
け
ら
れ
候
て
は
、
米
に
仕
り
二
・
三
夕
に

も
あ
い
当
た
り
申
さ
ず
」
と
、
外
ヶ
浜
の
領
民
の
「
御
救
米
」（
拝
借
米
）
は
、

の
数
量
に
比
し
て
内
実
は
惨
憺
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
飢
饉

下
、
ど
ん
な
米
・

ま
た
他
の
穀
物
が
、
牢
賄
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
に
考
え
を
及

ぼ
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る）

75
（

。

　

ま
た
、
薬
餌
に
つ
い
て
、「
国
日
記
」
元
禄
九
年
十
二
月
十
七
日
条
に
、
弘
前
町

医
九
人
が
、
元
禄
九
年
正
月
よ
り
九
月
迄
に
施
し
た
薬
用
の
代
銭
の
請
求
内
容
が
記

さ
れ
て
い
る
。
服
用
の
内
訳
は
、
非
人
小
屋
の
者
が
総
服
用
数
の
九
八
・
一
％
を
占

め
、
牢
舎
の
者
、
切
支
丹
類
族
の
者
、
町
預
ヶ
の
者
は
一
・
八
七
％
と
微
々
た
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
薬
代
の
総
額
は
僅
か
に
金
六
両
余
で
あ
る
。
元
禄
十
年
六
月
四
日

条
に
よ
れ
ば
、
在
牢
者
療
治
の
た
め
の
薬
代
は
「
在
ハ
庄
屋
、
町
者
名
主
方
よ
り
」

手
形
確
認
の
上
渡
す
と
さ
れ
、
薬
餌
に
お
い
て
も
村
と
町
が
負
担
し
、
非
人
療
治
代

は
、
藩
が
負
担
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
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註（
1
）『
精
選
版　

日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館　

二
〇
〇
六
年
）。

（
2
）
平
松
義
郎
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』（
創
文
社　

初
出
一
九
六
〇
年
）
九
二

六
頁
・
九
二
七
頁
。

（
3
）
刑
務
協
会
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
上
』（
一
九
四
三
年
）
三
八
二
頁
。

（
4
）
石
井
良
助
『
江
戸
の
刑
罰
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）

一
五
二
頁
・
一
五
三
頁
。

（
5
）
瀧
川
政
次
郎
『
日
本
行
刑
史
』（
青
蛙
房　

一
九
六
一
年
）
一
二
三
頁
・
一
三
〇
頁
。

（
6
）
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｖ
・
ボ
ツ
マ
ン
『
血
塗
ら
れ
た
慈
悲
、
笞
打
つ
帝
国
。
江
戸
か
ら
明

治
へ
、
刑
罰
は
い
か
に
権
力
を
変
え
た
の
か
？
』（
小
林
朋
則
訳
・
イ
ン
タ
ー
シ
フ

ト　

二
〇
〇
九
年
）
九
一
頁
〜
一
〇
〇
頁
。

（
7
）
律
令
以
来
、
証
拠
と
し
て
の
自
白
が
物
証･
人
証
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
評
価
さ
れ
た
か
、そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、

以
下
、本
稿
に
お
い
て
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
を
使
用
）の｢
自
白｣

（
利
光
三
津
夫
）、

｢

拷
問｣

（
石
井
良
助
）
の
項
参
照
。
ま
た
、
鎌
倉
期
の
自
白
の
位
置
づ
け
、
評
価

に
つ
い
て
は
、『
日
本
の
社
会
史　

第
5
巻　

裁
判
と
規
範
』（
岩
波
書
店　

一
九
八

七
年
）
所
収
の
瀬
田
勝
哉
「
神
判
と
検
断
」
七
六
頁
〜
八
二
頁
参
照
。

（
8
）
前
掲
（
2
）
平
松
義
郎
、
八
三
五
頁
〜
八
三
九
頁
。

（
9
）
黒
瀧
十
二
郎
「
津
軽
藩
の
牢
屋
に
つ
い
て
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第
64
・
65

合
併
号　

一
九
七
六
年
）、「
津
軽
藩
の
司
法
制
度
史
考
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』

第
73
・
74
号　

一
九
八
二
年
）、『
津
軽
藩
の
犯
罪
と
刑
罰
』（
北
方
新
社　

一
九
八

四
年
）、『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
年
）。

（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』（
高
科
書
店　

一
九
九
四
年
）
四
九
頁

〜
五
一
頁
。

（
11
）
弘
前
藩
庁
日
記
は
、「
御
国
日
記
」
と
「
江
戸
日
記
」
か
ら
な
る
が
、本
稿
で
は
「
御

国
日
記
」
を
「
国
日
記
」
と
略
称
す
る
。
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。

（
12
）「
御
仕
置
裁
許
帳
」（『
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
一
』
石
井
良
助
校
訂　

創
文
社　

一
九
五
九
年
）。『
近
世
刑
事
史
料
集
1
盛
岡
藩
』（
藩
法
研
究
会
編　

創
文
社　

二

〇
〇
六
年
）。『
伊
達
治
家
記
録
』（
平
重
道
責
任
編
集　

宝
文
堂　

一
九
七
二
―
一

九
八
二
）。「
旧
中
村
藩
罪
案
写
」（『
藩
法
史
料
集
成
』
中
沢
巷
一
監
修　

京
都
大
學

日
本
法
史
研
究
會
編　

創
文
社　

一
九
八
〇
年
、
但
し
、
元
禄
六
年
途
中
か
ら
欠
け

て
い
る
。）

（
13
）「
刑
罰
書
抜
」（『
岡
山
県
史　

岡
山
藩
文
書
』
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
纂　

一

九
八
二
年
）。

（
14
）｢

面
相｣

と
は
、
一
般
に
人
間
の
か
お
つ
き
の
こ
と
を
い
う
が
、
支
配
す
る
権
力

主
体
に
も
人
間
の
顔
同
様
に
、
固
有
の
貌
が
現
れ
出
て
い
る
。
家
系
や
血
統
の
由
来

や
そ
の
連
な
り
と
諸
活
動
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
形
成
さ
れ
た
固
有
の
エ
ー
ト
ス
は
、

そ
の
権
力
主
体
の
統
治
の
諸
側
面
に
お
い
て
現
実
化
す
る
。
権
力
主
体
が
描
く
自
画

像
は
、
系
図
・
由
緒
書
や
先
祖
の
英
雄
譚
な
ど
創
作
色
の
濃
い
自
己
認
識
像
と
な
り

が
ち
だ
が
、
権
力
主
体
に
と
っ
て
の
外
部
存
在
（
敵
・
外
国
な
ど
）
と
の
遭
遇
に
よ
っ

て
、
そ
の｢

面
相｣

は
、
単
な
る
内
面
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
基
底
的
倫
理

と
し
て
現
実
化
し
、
代
々
相
続
さ
れ
る
。

（
15
）
①
ヒ
ト
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
算
上
で
は
、
水
分
の
補
給
さ
え
あ
れ
ば
、
絶
食
状
態

で
二
〜
三
ヶ
月
程
度
生
存
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
限
界
を
越
え
れ
ば
餓
死
に
至
る

（https://ja.w
ikipedia.org/w

iki/

飢
餓
）。
あ
る
い
は
、
個
人
差
は
あ
る
が
、
水
も

飲
ま
な
い
と
き
は
数
日
間
、
水
だ
け
を
飲
む
場
合
は
五
〇
〜
六
〇
日
で
死
に
至
る
と

さ
れ
る
。（『
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
』（
平
凡
社
）
の｢

飢
餓｣

の
項
参
照
。）

　
　

②
（
玄
）
米
一
合
は
、
一
八
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
約
一
五
〇
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
一
合

で
五
三
四
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、九
・
一
五
グ
ラ
ム
の
タ
ン
パ
ク
質
を
持
つ
。し
た
が
っ
て
、

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
に
限
っ
て
言
え
ば
、
成
人
の
最
低
の
基
礎
代
謝
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
一
日
約
二
合
五
勺
の
摂
取
は
必
要
と
さ
れ
る
。（「D

elicious R
ice

」https://

food-drink.pintoru.com
/rice/one-go/

）
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（
16
）
前
掲
（
2
）
平
松
義
郎
、
九
二
三
頁
。

（
17
）
前
掲
（
2
）
平
松
義
郎
、
九
一
二
頁
〜
九
二
五
頁
。

（
18
）　
「
国
日
記
」
元
禄
九
年
五
月
十
八
日
条
。
下
手
人
に
つ
い
て
は
、「
下
手
人
に
つ

い
て
」（
平
松
義
郎『
江
戸
の
罪
と
罰
』平
凡
社　

一
九
八
八
年
）。
ま
た
、牧
英
正「
下

手
人
と
い
う
仕
置
の
成
立
」（『
法
制
史
學
の
諸
問
題
』
日
本
大
学
法
学
会　

一
九
七

一
）
を
参
照
。

（
19
）「
国
日
記
」
元
禄
九
年
十
二
月
二
日
条
。

（
20
）
前
掲
（
1
）。

（
21
）
前
掲
（
4
）
石
井
良
助
、
九
二
頁･
九
三
頁
。

（
22
）｢

国
日
記｣

元
禄
九
年
十
二
月
二
十
三
日
条
。

（
23
）
元
禄
六
年
分
は
、福
眞
吉
美
『
弘
前
藩
庁
日
記
ひ
ろ
ひ
よ
み
Ｖ
ｏ
ｌ
・
2
付
Ｖ
ｏ
ｌ
・

1
改
訂
版
』（
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
北
方
新
社　

二
〇
一
四
年
）
に
拠
っ
た
。
本
稿
は
、
各

所
で
こ
の
労
作
を
参
照
し
た
。

（
24
）
菊
池
勇
夫
『
近
世
の
飢
饉
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
七
年
）
六
三
頁
・
六
四
頁
。

長
谷
川
成
一
『
弘
前
藩
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
四
年
）
一
一
九
頁
。
拙
稿
「
弘

前
藩
に
お
け
る
元
禄
八
・
九
年
飢
饉
の
諸
相
（
1
）」（『
北
奥
文
化
』
第
39
号　

二

〇
一
八
年
）。

（
25
）
前
掲
（
4
）
石
井
良
助
、
九
頁
〜
二
六
頁
。

（
26
）
谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
四
年
）
九
五
頁
〜
九
八
頁
。

（
27
）
前
掲
（
24
）
長
谷
川
成
一
『
弘
前
藩
』、
九
〇
頁
。
総
石
高
二
六
万
石
余
の
数
字
、

殊
に
そ
の
八
二
％
を
占
め
る
新
田
高
二
一
万
石
余
を
、
恒
常
的
な
生
産
高
と
み
な
す

悪
弊
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
新
田
開
発
に
お
い
て
は
、
開
発
↓
後

退
（
潰
村
）
↓
再
開
発
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
長
期
の
営
為
が
必
要
で

あ
り
、ま
た
、村
落
の
人
的
紐
帯
の
形
成
が
、生
産
力
の
安
定
に
は
必
須
で
あ
る
。「
国

日
記
」
元
禄
十
二
年
五
月
二
十
日
条
の
金
木
組
の
深
郷
田
新
田
の
例
を
参
照
。

（
28
）「
国
日
記
」
元
禄
十
年
七
月
二
十
三
日
条
。
元
禄
十
年
七
月
二
日
、
幕
府
大
目
付

安
藤
筑
後
守
が
、｢

万
石
以
上｣

（
大
名
）の
御
留
守
居
へ
渡
し
た
書
付（
い
わ
ゆ
る「
自

分
仕
置
令
」）
が
、
弘
前
藩
「
国
日
記
」
に
書
き
取
ら
れ
て
い
る
。
弘
前
藩
で
は
、｢

逆

　
　

罪
之
者
仕
置｣

（
磔
）
に
つ
い
て
は
一
切
伺
い
を
立
て
ず
自
分
仕
置
を
し
て
き
た
が
、

後
述
の
よ
う
に
、
火
付
に
対
す
る
火
罪
は
、
自
分
仕
置
権
を
越
え
て
い
る
と
し
て
幕

府
に
伺
い
を
立
て
、
幕
府
に
代
わ
っ
て
火
罪
を
執
行
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、「
生
類
に
疵
附
、
或
損
さ
し
候
者
仕
置
」
に
つ
い
て
、
黒
瀧
氏
は
、
前
掲

（
10
）五
頁
に
お
い
て
、「
実
際
に
徹
底
さ
れ
た
の
か
疑
問
は
残
る
」と
し
て
い
る
が
、

結
論
か
ら
言
う
と
、
弘
前
藩
は
、
一
連
の
「
生
類
憐
み
」
に
関
す
る
幕
府
か
ら
の
諸

法
令
に
つ
い
て
は
、
過
敏
に
反
応
し
、
ま
た
忠
実
に
実
行
し
て
い
た
。
岩
崎
繁
芳
氏

の
「
津
軽
に
お
け
る
生
類
憐
み
の
令
の
展
開
―
石
田
坂
村
百
姓
違
反
事
件
を
探
る
」

（『
北
奥
文
化
』
第
15
号　

一
九
九
四
年
）
や
、
門
脇
朋
裕
氏
の
「
弘
前
藩
に
お
け

る
『
生
類
憐
み
令
』
の
一
端
―
領
内
へ
の
伝
達
と
処
罰
例
を
中
心
に
―
」（『
弘
前
大

学
國
史
研
究
』
134
号　

二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
弘
前
藩
当
局
が
主
犯
と
さ
れ
る

領
民
に
対
し
て
幕
府
の
仕
置
（
遠
島
）
を
仰
ぐ
た
め
、
唐
丸
籠
に
て
江
戸
に
送
り
、

他
の
共
犯
者
と
そ
の
妻
子
、
庄
屋
等
に
対
し
て
、
大
々
的
か
つ
異
様
と
も
見
え
る
多

数
の
縁
座
・
連
座
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
飯
詰
組
の
山
間
の
村
人
に
と
っ
て
は
、「
熊

殺
、
其
上
其
肉
を
喰
候
儀
」
は
、
生
活
上
ま
た
熊
荒
防
止
の
知
恵
と
し
て
も
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、
村
々
の
慣
習
に
則
っ
た
対
応
を
と
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。「
其
注

進
遅
成
候
義
段
々
不
届
」
と
い
う
藩
当
局
の
理
屈
は
、金
木
組
の
代
官
二
名
が
逼
塞
、

実
直
で
知
ら
れ
る
郡
奉
行
野
宮
理
右
衛
門
が
遠
慮
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
し
て

も
、弘
前
藩
上
層
部
の
場
当
り
的
か
つ
不
条
理
な
対
応
を
証
し
て
い
る
。
岩
崎
氏
は
、

当
論
文
に
お
い
て
、｢

（
熊
）
殺
候
ハ
無
是
非
儀
候
、
右
之
熊
給
候
段
不
届
候
」
と
い

う
藩
当
局
の
記
述
に
つ
い
て
、「
殺
生
を
す
る
事
よ
り
そ
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
を
重

く
み
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
」、「
こ
の
辺
り
に
、
生
類
憐
み
令
の
本
質
的
な
意
図

を
読
み
と
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
尚
、
こ
の
事
件
は
弘
前

藩
領
を
越
え
て
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
書
写
文
：
南
部
八
戸
藩
藩
日
記
解
読
』
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（
八
戸
古
文
書
勉
強
会
一
九
九
二
年
）
の
「
一
き
ゝ
ん
故
猪
鹿
申
打
ち
こ
ろ
し
食
物

ニ
仕
義
可
有
之
候
、
左
様
之
者
江
戸
・
近
国
ニ
有
之
候
へ
而
其
主
人
遠
嶋
被　

仰
付

由
」（
元
禄
八
年
十
一
月
十
七
日
条
）
の
記
述
か
ら
も
伺
え
る
。

　
　
　

ま
た
、
領
内
各
地
の
領
民
生
活
に
お
い
て
も
熊
荒･

狼
荒
の
被
害
な
ど
影
響
は
極

め
て
大
き
か
っ
た
。
例
え
ば
、
横
内
組
の
駒
籠
山
近
村
で
は
、
元
禄
八
年
よ
り
九
年

六
月
（
飢
饉
の
最
中
）
ま
で
に
、
粮
草
や
蕗
・
莇
取
り
に
山
に
入
っ
た
男
女
八
人
が

熊
に
喰
い
殺
さ
れ
、他
に
「
裂
か
れ
た
者
」
二
人
、「
追
わ
れ
た
者
」
が
数
人
あ
っ
た
。

藩
の
足
軽
に
よ
る
鉄
砲
打
が
功
を
奏
す
事
は
少
な
く
、
村
で
は
熊
留
の
神
楽
催
行
の

た
め
の
拝
借
米
を
藩
に
願
う
が
許
さ
れ
ず
、藩
当
局
は
御
定
之
通
、鉄
砲
打
（
足
軽
）

と
立
合
目
付
を
派
遣
す
る
（「
国
日
記
」
元
禄
九
年
六
月
二
十
三
日
条
）
が
、
そ
の

後
も
被
害
が
続
き
、
藩
は
終
に
犾
四
人
と
ま
た
き
一
二
人
を
投
入
し
て
、
成
果
を
あ

げ
、褒
賞
し
て
い
る（「
国
日
記
」元
禄
十
一
年
三
月
二
十
一
日
条
）。「
生
類
憐
み
令
」

が
、
害
獣
に
対
し
て
村
落
が
慣
習
的
に
実
行
し
て
き
た
機
動
的
対
応
を
阻
ん
で
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

狼
に
よ
る
人
馬
の
被
害
も
、
ま
た
頻
繁
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
国
日
記
」
元
禄

十
年
四
月
二
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
高
杉
・
赤
田
・
桑
野
木
田
組
の
村
々
の
馬
四
七

疋
、
犬
四
匹
が
喰
い
殺
さ
れ
、
足
軽
や
猟
師
の
鉄
炮
打
ち
が
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

一
方
で
、
城
内
「
奥
御
座
之
間
」
に
お
い
て
は
、
藩
主
自
ら｢

生
鶴
之
御
料
理｣　

を
仰
付
け
（｢

国
日
記｣

元
禄
八
年
二
月
十
三
日
条
）、
ま
た
「
鶴
・
白
鳥
・
雲
雀
・

雉
子
」
猟
を
解
禁
、「
猟
師
勝
手
次
第
取
可
申
」、｢

御
䑓
所
江
差
上｣

、
残
り
は
自
領

内
で
売
買
し
て
よ
い
と
領
内
の
猟
師
た
ち
に
申
し
渡
し
て
い
る
（｢

国
日
記｣

元
禄

八
年
二
月
十
八
日
条
）。
ま
た
、「
西
之
御
郭
」
の
「
鳥
屋
」
で
は
、
死
亡
し
た
真
鶴

の
殯
を
執
行
し
た
り
（「
国
日
記
」
元
禄
九
年
三
月
二
十
一
日
条
）、
鳥
屋
の
鶴
一
羽

に
付
き
餌
米
一
日
二
合
宛
給
与
し
、
玉
子
持
の
鶴
に
は
足
米
の
仰
付
を
願
っ
て
い
る

（｢

国
日
記｣

元
禄
十
年
四
月
二
日
条
）。

（
29
）
前
掲
（
27
）
長
谷
川
成
一
、八
〇
頁
〜
八
二
頁
。
長
谷
川
氏
は
、「
藩
政
時
代
の
人
々

が
、
信
政
を
『
中
興
の
祖
』
と
尊
崇
し
、
ま
た
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
呼
称

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
藩
政
中･

後
期
や
明
治
期
あ
る
い
は
そ
の

後
の
断
続
的
な
戦
争
期
の
津
軽
地
方
や
青
森
県
に
お
い
て
、
信
政
を
称
揚
し
た
の

は
、
何
時
、
如
何
な
る
人
々
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
場
合
信
政
治
世
の
如
何
な
る
特
質

が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
の
か
。『
中
興
の
祖
』
を
め
ぐ
る
実
証
的
検
証
が
求
め
ら

れ
る
。

（
30
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
二
八
頁
。

（
31
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
六
五
頁
。
尚
、
黒
瀧
氏
が
掲
出
し
た
「
国
日
記
」
天

和
二
年
十
二
月
二
十
七
日
条
の
前
日
の
「
国
日
記
」
に
は
、
青
森
牢
に
お
い
て
、
三

人
の
牢
内
斬
罪
が
執
行
さ
れ
、
一
町
以
内
に
人
を
寄
せ
な
い
よ
う
「
浜
へ
下
げ
」
と

い
う
記
述
が
見
え
る
。

（
32
）
本
稿
（
下
）（
第
146
号
）
の
表
7
の
青
森
牢
の
死
者
の
中
に
、「
せ
ま
」・「
竹
」・「
た

り
」
と
い
う
名
前
が
存
在
す
る
が
、
男
性
と
判
断
し
た
。

（
33
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
六
九
頁
。

（
34
）｢

様
斬｣

に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
の｢

様
斬｣

（
重
松
一
義
）

を
参
照
。
ま
た
「
国
日
記
」
天
和
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条
に
「
一
戸
十
右
衞
門
痛

有
之
長
内
太
次
右
衞
門
病
気
故
今
日
御
道
具
様
シ
相
止
候
」（
傍
点
―
筆
者
）と
あ
る
。

（
35
）「
国
日
記
」
元
禄
五
年
十
一
月
二
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
青
森
牢
で
も
牢
奉
行
の

存
在
が
確
認
で
き
る
。

（
36
）
前
掲
（
2
）
平
松
義
郎
、九
二
七
頁
〜
九
二
九
頁
。
小
伝
馬
町
牢
に
は
、外
に
揚
屋
・

揚
座
敷
が
存
在
し
た
。

（
37
）
前
掲
（
4
）
石
井
良
助
、
一
三
〇
頁
〜
一
三
二
頁
。

（
38
）「
国
日
記
」
元
禄
九
年
十
二
月
二
日
条
に
お
い
て
、
磯
谷
十
助
が
借
牢
し
手
限
成

敗
の
中
間
を
入
牢
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
際
、｢

首
金｣

も
拝
借
し
て
い
る
。
牢
内
の

囚
禁
具
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
『
日
本
近
世
の
法
と
民
衆
』
の
一

五
頁
参
照
。
弘
前
藩
の｢

首
金｣

に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
。
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（
39
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
三
八
頁
。

（
40
）『
解
題
書
目
第
二
十
集
：
松
井
四
郎
兵
衛
留
書
』（
青
森
県
立
図
書
館　

一
九
九
一

年
）
一
一
六
頁
。

（
41
）『
御
用
格
』（
寛
政
本
、「
第
十
三
牢
屋　

元
禄
十
年
六
月
」　

長
谷
川
成
一
校
訂
、

弘
前
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
一
年
）。

（
42
）「
国
日
記
」
元
禄
十
年
四
月
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
馬
喰
町
一
四
軒
の
者
七
一
人

が
渇
命
に
及
び
、
家
主
一
日
一
人
四
合
の
御
救
米
を
申
し
立
て
て
い
る
。

（
43
）
前
掲
（
40
）「
分
限
覚
」
一
七
頁
。

（
44
）「
国
日
記
」
元
禄
九
年
四
月
二
十
八
日
条
で
は
、
牢
守
馬
喰
町
名
主
久
三
郎
病
死

の
跡
役
と
し
て
苗
生
松
村
又
兵
衛
に
申
し
付
け
て
い
る
。

（
45
）「
国
日
記
」
貞
享
五
年
六
月
三
日
条
に
よ
る
と
、
貞
享
五
年
六
月
一
日
、
青
森
牢

よ
り
孫
三
郎
な
る
者
が
逐
電
し
た
。
そ
の
日
は
、「
牢
守
」佐
藤
久
右
衞
門
と「
下
番
」

奥
内
村
角
右
衞
門
が
当
番
だ
っ
た
が
、
佐
藤
は
親
の
年
忌
の
た
め
、
角
右
衞
門
も
田

植
の
苗
取
り
の
た
め
前
日
の
晦
日
在
郷
へ
帰
っ
た
。
佐
藤
は
、
そ
の
際
「
加
賀
の
半

右
衞
門
」
に
、牢
鎰
と
牢
舎
の
者
共
に
茶
を
吞
ま
せ
る
よ
う
に
と
銭
二
分
を
預
け
た
。

半
右
衞
門
は
、
牢
番
人
の
「
小
遣
」
番
人
と
し
て
私
的
に
雇
わ
れ
、
頻
繁
に
牢
番
所

に「
召
寄
」せ
ら
れ
て
頼
み
に
も
さ
れ
て
い
た
存
在
だ
っ
た
。
牢
番
所
に
一
人
に
な
っ

た
半
右
衞
門
は
、
朔
日
朝
、
牢
の
口
を
開
け
牢
舎
の
者
を
出
し
、
茶
を
吞
ま
せ
た
が
、

そ
れ
に
紛
れ
て
孫
三
郎
は
牢
よ
り
逃
走
し
た
の
で
あ
る
。
弘
前
藩
の
牢
鎰
の
管
理
は

牢
奉
行
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
牢
奉
行
が
欠
員
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
出

役
中
だ
っ
た
か
。
ま
た
、
青
森
牢
で
は
、
弘
前
牢
に
お
け
る
馬
喰
町
の
牢
番
役
の
ご

と
き
、
町
ご
と
集
団
で
牢
番
に
当
た
る
と
い
う
仕
組
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
彼
ら
三
人
の
牧
歌
的
執
務
ぶ
り
と
過
失
に
対
す
る
藩
当
局
の
厳
罰
ぶ
り
は
寔
に

対
照
的
で
あ
る
。
三
人
は
靑
森
牢
舎
と
な
り
、「
牢
守
」
佐
藤
久
右
衞
門
と
「
番
人

小
使
加
賀
の
半
右
衞
門
」
は
、
青
森
牢
に
お
い
て
牢
死
も
せ
ず
二
二
ヶ
月
間
存
え
た

上
、
斬
罪
に
処
さ
れ
て
い
る
（「
国
日
記
」
元
禄
三
年
四
月
三
日
条
）。

（
46
）
前
掲
（
5
）
瀧
川
政
次
郎
、
一
一
六
頁
〜
一
三
二
頁
。

（
47
）「
国
日
記
」
天
和
三
年
五
月
五
日
条
。

（
48
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
二
〇
〇
頁
。

（
49
）「
国
日
記
」
天
和
三
年
九
月
五
日
条
。

（
50
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
四
六
〇
頁
。

（
51
）
前
掲（
3
）刑
務
協
会
、四
六
八
頁
〜
四
七
一
頁
。
ま
た
前
掲（
5
）瀧
川
政
次
郎
、

二
三
四
頁
〜
二
六
一
頁
。

（
52
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
四
六
一
頁
。

（
53
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
四
六
一
頁
。

（
54
）
藤
本
清
二
郎
「
近
世
身
分
社
会
の
牢
と
牢
番
役
」（『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
紀

要
第
三
三
号　

二
〇
一
二
年
』）。
ま
た
、藤
本
氏
の「
近
世
社
会
解
体
期
の『
牢
舎
者
』

と『
無
宿
』―
１
８
１
１
―
12 

和
歌
山
岡
牢
扶
持
米
帳
の
分
析
―
」（
二
〇
一
三
年
）

は
、
本
稿
の
表
作
成
等
に
お
い
て
も
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
55
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
三
四
〇
頁
。

（
56
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
三
四
〇
頁
・
三
四
九
頁
。

（
57
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
四
六
〇
頁
。

（
58
）
本
所
牢
は
、
徳
川
家
御
料
（
天
領
）
所
管
（
郡
代･

代
官
）
の
牢
で
あ
り
、
修
理･

　
　

維
持
費
等
は
御
料
の
村
々
に
割
当
金
を
課
し
、
牢
賄
は
村
賄
で
あ
っ
た
。「
松
岡
家

３
６
９
３
牢
番
覚　

明
和
八
」・「
土
生
津
家
９
２
８
本
所
牢
屋
修
復
金
割
合
帳　

文

化
七
」・「
新
井
家
２
８
９
３
（
Ｃ
Ｈ
）
牢
屋
入
用
請
取　

宝
永
八
」（
埼
玉
県
立
文

書
館
管
理･

所
蔵
）
を
参
照
。

（
59
）
前
掲
（
3
）
刑
務
協
会
、
三
四
二
頁
。

（
60
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
四
九
頁
〜
五
一
頁
。

（
61
）
前
掲
（
41
）『
御
用
格
』。

（
62
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
四
四
頁
。
因
み
に
、
無
宿
者
も
他
国
者
同
様
、
藩
が

負
担
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
63
）「
町
米
」と
い
う
語
の
使
用
例
と
し
て
、「
国
日
記
」元
禄
九
年
十
二
月
三
日
条
参
照
。

（
64
）「
国
日
記
」
天
和
三
年
五
月
五
日
条
。

（
65
）｢
田
中
村｣

に
つ
い
て
は
、「
津
軽
郡
郷
村
帳
（
一
六
八
四
）」
に
も
「
天
保
郷
帳
（
一

八
三
四
）」
に
も
「
蓬
田
村
村
史
」（
ｗ
ｅ
ｂ
版
）
に
も
そ
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
、「
津
軽
領
元
禄
国
絵
図
写
」
デ
ジ
タ
ル
版
（
弘
前
大
学
附
属
図
書
館
）
に
よ

る
と
、「
蓬
田
村
」（
高
七
九
二
石
余
）
の
南
側
、
後
潟
川
の
北
側
に
、｢

田
中
村　

高
三
七
石
余｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

（
66
）
弘
前
藩
で
は
、
東
日
本
で
は
唯
一
銭ぜ

ん
め匁

遣
い
の
慣
習
が
あ
っ
た
。
銀
一
匁
＝
銭
一

匁
＝
銭
六
十
文
（
銭
一
分
＝
六
文
）
と
簡
便
化
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藩

当
局
に
よ
っ
て
五
文
銭
、
六
文
銭
と
レ
ー
ト
が
操
作
・
変
更
さ
れ
た
。
銭
十
八
匁
は

六
文
銭
レ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
一
貫
八
十
文
、
重
さ
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
あ
る
。
詳
細

は
、
岩
橋
勝
「
近
世
銭
匁
遣
い
成
立
の
要
因
―
津
軽
地
方
を
事
例
と
し
て
―
」（
松

山
大
学
論
叢　

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
67
）「
国
日
記
」元
禄
十
五
年
十
二
月
四
日
条
で
は
、悪
戸
村
の
勘
兵
衛
が
入
牢
し
た
が
、

村
賄
＝
現
物
運
搬
が
困
難
な
た
め
、
毎
月
米
一
斗
二
升
（
一
日
四
合
）
と
銭
六
匁
を

藩
の
闕
所
蔵
か
ら
拝
借
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

（
68
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
三
九
頁
。
苗な

ん
ば
い
ま
つ

生
松
村
は
、
弘
前
の
馬
喰
町
牢
ま
で
直

線
距
離
に
し
て
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
あ
り
、
弘
前
藩
の
中
で
は
最
も
安
定
し
た
生
産

力
を
も
つ
大
光
寺
組
一
七
ヶ
村
（
約
一
万
一
千
石
・
貞
享
四
年
）（『
津
軽
史
事
典
』

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
著
編　

一
九
七
七
年
、
一
二
六
頁
）
の
内
の
一
村
で
あ
り
、

村
高
約
一
〇
八
〇
石
（「
津
軽
郡
郷
村
帳
」、
但
し
、「
天
保
郷
帳
」
で
は
四
八
〇
石

余
と
さ
れ
て
い
る
）
の
大
村
で
あ
る
。

（
69
）「
国
日
記
」
元
禄
三
年
三
月
三
日
条
。
尚
、「
水
飲
勘
兵
衛
」
は
、「
津
軽
兵
庫
信

章
越
境
事
件
」（
前
掲
（
27
）
長
谷
川
成
一
、
一
〇
二
頁
〜
一
〇
五
頁
）
に
絡
ん
だ

大
量
逮
捕
者
の
内
の
一
人
で
あ
る
。

（
70
）「
国
日
記
」
元
禄
九
年
十
月
二
十
四
日
条
。

（
71
）
前
掲
（
40
）『
松
井
四
郎
兵
衛
留
書
』、
一
五
一
頁
〜
一
五
三
頁
。
因
み
に
借
屋
が

一
二
〇
〇
軒
程
加
わ
り
、弘
前
町
の
総
軒
数
は
、こ
の
時
期
三
二
〇
〇
軒
余
で
あ
る
。

（
72
）
弘
前
牢
の
町
賄
は
、
藩
雇
の
小
人
、
浪
人
に
も
な
さ
れ
て
お
り
、
藩
賄
の
肩
代
わ

り
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
趣
も
否
定
で
き
な
い
（「
養
内
銭
」
は
そ
の
色
彩
が
濃
い
）。

町
賄
と
藩
賄
の
境
界
例
に
つ
い
て
詳
細
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

（
73
）
前
掲
（
40
）『
松
井
四
郎
兵
衛
留
書
』、
一
四
八
頁
〜
一
五
一
頁
。

（
74
）
前
掲
（
10
）
黒
瀧
十
二
郎
、
六
八
頁
。

（
75
）「
国
日
記
」
元
禄
八
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。
ま
た
、｢

国
日
記｣

元
禄
十
三
年
六

月
十
五
日
条
に
お
い
て
は
、
元
禄
九
年
・
十
年
に
種
・
夫
食
・
御
救
米
を
貸
渡
さ
れ

た
新
田
百
姓
た
ち
が
死
没
乃
至
走
っ
た
た
め
、
勘
定
方
と
し
て
は
取
立
不
能
に
す
る

し
か
な
い
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
の
御
救
米
の
内
実
を
見
る
と
、米
は
五
・
四
％（
種

か
）、
稗
は
八
・
六
％
、
大
豆
が
八
六
％
と
な
っ
て
い
る
。 

（
た
て
や
ま
・
ま
こ
と　

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
会
員
）


